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－総括１－ 

 
新規事業及び重要事業総括表 

 

Ⅰ 総 額   

 

  【埼玉県流域下水道事業会計】 

区分 平成２９年度 平成２８年度 伸び率 

予算総額 ８１,６８１,０７４ 千円 ８４,２９３,５７６ 千円  △３．１％ 

 
収益的支出 ５１,４９４,５０８ 千円 ５１,８６５,３８２ 千円 △０．７％ 

資本的支出 ３０,１８６,５６６ 千円 ３２,４２８,１９４ 千円 △６．９％ 

 
 
 
Ⅱ 主な新規事業及び重要施策                     （単位 千円） 

 

 １ 経営基盤の強化 
  Ｐ１  一部新規  下水道事業の広域化・共同化の推進               １，０００ 

 
 
  Ｐ２  新規 包括的民間委託の拡大                       ２３，１７６ 

 
 
 

２ 下水道施設の強靱化 
  Ｐ３      下水道施設の老朽化対策の推進             １０，００８，３００ 
 

 

  Ｐ４     下水道施設の災害対策の推進               ３，４８６，０００ 
 

 

 

 ３ 環境負荷の低減・資源循環の創出 
  Ｐ５     下水道資源の有効活用の推進             ５，６３８，０００ 

 

 

  Ｐ６     下水道事業における高度処理化の推進                ２５，５００ 

 

 



一部新規 

－１－ 

下水道事業の広域化・共同化の推進 

                   担当 下水道事業課 計画・管理担当 

            内線 ５４４８ 

１ 目 的 

  流域関連市町における農業集落排水施設の公共下水道への接続や単独公共下水

道から発生する汚泥の流域下水道施設での共同処理化により、下水道事業の広域

化・共同化を推進し、流域下水道事業の経営基盤の強化につなげる。 

 

２ 事業の内容 

  県、市町村、下水道公社による「下水道事業推進協議会」（下水道法第３１条

の４に基づく協議会）を活用し、下記の事業形成に向けた調整・協議 

（１）農業集落排水の下水道への接続（広域化） 

   流域関連市町で所管する農業集落排水施設を中継ポンプ場に改造する等によ 

  り流域関連公共下水道へ接続し、流域下水道の処理場で処理 

 

 

 

 

 

 

              

 

 

（２）下水汚泥の共同処理化（共同化） 

   単独公共下水道（１１市町３組合で実施）の下水処理場から発生する脱水汚 

  泥を流域下水道の処理場で受入れて処理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 平成２９年度予算額                    １，０００千円 

  「下水道事業推進協議会」などを活用した調整・協議   １，０００千円 

共同処理化のイメージ 

中継ポンプ場に改造 Ｔ 

農集処理区 

Ｔ  

下水処理区 

Ｐ 

農業集落排水処理区の統合イメージ 

 



新 規 

 

－２－ 

包括的民間委託の拡大 

   

       担当 下水道事業課 計画・管理担当 

       内線 ５４５３ 

 

 

１ 目 的 

利根川右岸流域下水道 小山川水循環センターの維持管理について、※性能発注に

より、複数業務を包括的に実施することで、民間の創意工夫を活かした効率化を図

る。 
※
ここで性能発注とは、放流水質等の要求水準を設定し、これが達成されている限り、施設の運 

転や薬品・燃料の調達方法等は、民間の自由裁量に任せる方式を指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 事業内容 

（１）箇 所   小山川水循環センター（本庄市） 

（２）期 間   平成３０年３月～平成３３年２月 

            ※単年度予算による長期継続契約 

（３）処 理 能 力   ３０，０００㎥／日 

 

 

３ 平成２９年度予算額     ２３，１７６千円 

包括的民間委託業務     ２３，１７６千円 

  上里町 

     本庄市 

神川町 

     美里町 

Ｔ 

Ｔ 小山川水循環センター 

小山川水循環センター航空写真 利根川右岸流域下水道管内図 



－３－  

下水道施設の老朽化対策の推進 

   
          担当 下水道事業課 建設担当 
        内線 ５４５６ 
 

 

１ 目 的 

本県の流域下水道は、最も古い荒川左岸南部流域で事業着手から５０年が経過

するなど、施設の老朽化が進行している。 
重大事故の防止と予算の平準化を図るため、下水道施設の計画的な改築を行う。 

 
 
２ 事業内容  

 （１）下水道施設の改築 
○主な工事 

・汚泥かき寄せ機の改築工事：荒川水循環センター（戸田市）  

・中央監視設備の改築工事：市野川水循環センター（滑川町） 

 

 （２）ストックマネジメント計画の策定 

将来にわたり下水道施設の維持管理・改築を適切に行うため、予算の平準化

を考慮した修繕・改築計画を策定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 平成２９年度予算額            １０，００８，３００千円 

 （１）下水道施設の改築             ９，２３２，３００千円 
 （２）ストックマネジメント計画の策定        ７７６，０００千円  

ストックマネジメント計画導入のイメージ（国土交通省資料より） 

事
業

費
 

経過年数 経過年数 

耐用年数である５０年で単純更新 

事
業

費
 

ｽﾄｯｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの導入による事業費の平準化 



－４－ 

下水道施設の災害対策の推進 

   

            担当 下水道事業課 建設担当 

            内線 ５４５６ 

 

１ 目 的 

本県の流域下水道施設は、耐震基準が強化される以前に建設された施設が多く、

大規模地震への対策が課題となっている。また、近年の集中豪雨の多発、都市化の

進展による雨水流出量の増大など、都市部の内水氾濫対策も必要となっている。 

大規模地震や洪水時などにおいて、生活環境や公共用水域の保全といったライフ

ラインとしての機能を果たせるよう、流域下水道施設の災害対策を推進する。 

 

２ 事業内容 

 （１）下水道施設の耐震化 

    汚水を処理場まで送る機能及び処理場において処理・放流する機能の確保を

目標とした「流域下水道総合地震対策計画(平成２６～３０年度)」に基づく施

設の耐震化等の工事を推進 

  ○主な工事 

  ・人孔の耐震化（浮上防止）工事：新河岸川幹線（志木市） 

  ・管渠の耐震化工事：鴨川幹線（さいたま市） 

  ・ポンプ場の耐震化工事：春日部中継ポンプ場(春日部市)  

  ・処理場の放流渠耐震化工事：荒川水循環センター(戸田市) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２）浸水安全度の向上方策 

    昨年の台風９号による浸水被害も踏まえ、市町公共下水道と一体となった流

域の浸水安全度の向上に向け、改良事業の設計等を実施 

  ○主な事業 砂川堀雨水幹線（富士見市ほか） 

 

３ 平成２９年度予算額                    ３，４８６，０００千円 

 （１）下水道施設の耐震化                   ３，４６０，０００千円 

 （２）浸水安全度の向上                  ２６，０００千円 

耐 震 改 修 工 事 の 例 

管更生による管渠の耐震化 人孔の浮上防止 

アースドレーン工法 
マ ンホール 周辺に 透水性 のあるパ

イ プを埋設 し、地 中の排 水性を高

め、液状化による浮上を防ぐ 

鉄筋による補強 未補強による破損 

施設（ポンプ場等）の耐震化 

壁 等 を 削 孔 し 補 強 鉄

筋を設置 

補強前 補強後 

パ イ プ  



－５－ 

 

下水道資源の有効活用の推進 

 

       担当 下水道事業課 エネルギー担当 

       内線 ５４６６ 

１ 目 的 

下水の処理過程で発生するバイオガスを再生可能エネルギーとして活用するこ

とで、新たなエネルギーを創出するとともに、地球温暖化対策に貢献する。 

   

２ 事業の内容 

（１）バイオガスの製造 

  焼却炉等の改築に併せて、下水汚泥からバイオガスを抽出するための消化タンク

を築造 

 

（２）バイオガスを活用した発電 

  バイオガスを活用した発電を行うための設備を導入 

 

  （現行の処理工程） 

 

 

 

  （消化工程導入後） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  元荒川水循環センター：平成２７年度事業着手 平成３１年度発電開始予定 

  中川水循環センター：平成２９年度事業着手予定 

             平成３２年度発電開始予定 

 

３ 平成２９年度予算額         ５，６３８，０００千円 

・元荒川水循環センター              ３，４５０，０００千円 

・中川水循環センター        ２，１８８，０００千円 

 

 

※消化により汚泥

が減容化し、ダウン

サイジングが可能 

（２）バイオガス発電 

  焼却 

  
汚泥 

（濃縮） 
  

汚泥 

（濃縮） 

  
汚泥 

（脱水） 

  バイオガス 

  焼却   
汚泥 

（濃縮） 
  

  
汚泥 

（脱水） 

（１）消化タンク 



－６－  

下水道事業における高度処理化の推進  

 ～東京オリンピック・パラリンピックの支援～ 

担当 下水道事業課 計画・管理担当、建設担当 

  内線 ５４４８、５４５６           

 

１ 目 的 

荒川や中川が流下する東京湾では赤潮・青潮の発生が顕在化していることから、

窒素やりんによる富栄養化防止のため、下水処理施設での高度処理の導入が求めら

れている。 

このため、東京オリンピック・パラリンピックの開催も視野に、平成３２年度当

初までに東京湾関連（７流域）の全水循環センターにおいて高度処理化率１００％

を目指して水質向上を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 事業の内容 

（１）スケジュール 

 

 

 

 

 

 

（２）実施内容 

      汚水処理施設の大規模な改造をせずに、運転方法を工夫することで処理水質の

向上を図る段階的高度処理を導入 

  （実証実験の実施、事業計画の変更 など） 

 

３ 平成２９年度予算                    ２５，５００千円 

  段階的高度処理の導入                  ２５，５００千円 

・平成 29年度供用：10.5 系列 
 (新河岸川、中川、古利根川水循環センター) 

・平成 30年度供用：4.5 系列 
 (荒川上流、市野川水循環センター) 

・平成 31年度供用：11系列 
 (荒川、元荒川、古利根川水循環センター) 

8系列／34系列 

（平成28年度） 

全系列 

高度処理化 

（平成 32年度） 

  

東京湾関連（７流域）の水循環センターにおける高度処理化 

8 系列／34系列 

（平成 28年度） 

全系列 

（平成 32 年度） 

目標 現状 


